
 

虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　
誰
も
が
い
ず
れ
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。

虐
待
防
止
支
援
体
制
を
考
え
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
る
の
が
地
域
社

会
で
す
。
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
は
、

そ
の
地
域
内
の
見
守
り
の
目
と
し
て
、

ま
た
、
お
互
い
に
相
談
し
た
り
、
助
け

合
え
る
協
力
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
人
た
ち
の
助

け
が
あ
れ
ば
、
家
族
の
心
身
の
負
担
も

軽
減
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
を
支
え
る
家

族
も
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ

と
に
加
え
、
で
き
る
だ
け
オ
ー
プ
ン
に

し
て
周
囲
の
手
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
虐
待
は
誰
も
が
直
面
す
る
可

能
性
の
あ
る
問
題
で
す
。
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
、
未
然
に
防
ぎ
、
地
域
全

体
で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

介
護
の
と
び
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

︵
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祉
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援
係
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問
い
合
わ
せ
先

お
知
ら
せ

《
生
き
が
い
教
室
》

●
第
9
回

　
12
月
8
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
所

　
エ
コ
ー
ル
み
よ
た

　
　
　
あ
つ
も
り
ホ
ー
ル

『
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
！
⑤
）』

講　
師

　
健
康
運
動
指
導
士

山
本　
美
枝	

氏

《
生
活
・
介
護
支
援

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー

（
13
期
生
）養
成
講
座
》

●
第
9
回

　
12
月
20
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
所

　
役
場
2
階	

大
会
議
室

『
在
宅
介
護
の
食
事
』

講　
師

　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

管
理
栄
養
士

　

養
成
講
座
は
皆
さ
ま
が
始
め

た
い
月
か
ら
１
年
間
、
受
講
生

と
し
て
講
座
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

講
座
の
受
講
は
、３
日
前
ま
で

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

ど
ん
な
行
為
が
虐
待
な
の
？

　
高
齢
者
虐
待
防
止
・
養
護
者
支

援
法
で
は
次
の
5
つ
を
虐
待
と
定

義
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

　
叩
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、

ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
る
、
意
図
的

に
薬
を
過
剰
に
与
え
る
な
ど
。

②
心
理
的
虐
待

　
排
泄
の
失
敗
に
対
し
て
恥
を
か

か
せ
る
、
子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒

鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、
無
視
す
る

な
ど
。

③
介
護
等
放
棄

　
空
腹
、
脱
水
、
低
栄
養
状
態
の

ま
ま
に
す
る
、
お
む
つ
を
放
置
す

る
な
ど
。

④
経
済
的
虐
待

　
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ

な
い
、
本
人
の
不
動
産
、
年
金
、

預
貯
金
な
ど
を
本
人
の
意
思
に
反

し
て
使
用
す
る
な
ど
。

⑤
性
的
虐
待

　
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て

放
置
す
る
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

し
た
り
、
強
要
す
る
な
ど
。

　
「
虐
待
」と
聞
く
と
、
ま
れ
な
事
件
の
よ
う
に
感
じ
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
間
1
6
，0
0
0
件
以
上
が
虐
待
と

判
断
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
通
報
さ
れ
ず
に
見
過
ご
さ
れ
て
い
る

虐
待
が
そ
の
何
倍
に
も
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
虐
待
は
誰

に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

後
見
人
な
ど
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

経
済
的
虐
待
の
防
止
や
、
悪
徳
商
法

の
対
処
法
と
し
て
も
有
効
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
連
絡
を
！

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
虐

待
の
相
談
や
通
報
の
窓
口
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
こ
に
相
談
す
る
の
か
わ

か
ら
な
い
と
い
っ
た
悩
み
も
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
が
介
入
す
る
こ
と
で
虐
待

が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
の
生
命
や

身
体
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合
、

虐
待
に
気
付
い

た
人
に
は
通
報

義
務
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
虐

待
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
本
人

が
通
報
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

通
報
を
受
け

た
高
齢
者
虐
待

の
相
談
窓
口
は
、

通
報
者
が
特
定

さ
れ
る
よ
う
な

情
報
を
高
齢
者

や
養
護
者
へ
お

伝
え
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
を
頑
張
り
す
ぎ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

　
虐
待
は〝
虐
待
者
が
悪
者
だ
か
ら
〟

起
こ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
の
虐
待
が
増
え
て
い
る
原
因
の
1

つ
に
は
、
養
護
者
の
心
身
の
疲
労

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
や

世
話
を
す
る
こ
と
で
心
身
共
に
疲

れ
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
人
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
心
身
共
に
余

裕
を
持
っ
て
介
護
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に

相
談
し
、
地
域
の
社
会
資
源
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
利
用
も
検
討
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
通
所

サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

上
手
に
制
度
を
利
用
し
て
負
担
を
減

ら
し
、
養
護
者
の
身
体
的
・
精
神
的

安
定
を
図
る
こ
と
が
結
果
的
に
虐
待

の
防
止
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が

有
効
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
成
年
後

見
制
度
は
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
預
貯
金

の
管
理
や
日
常
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
契
約
な
ど
を
、
本
人
に
代
わ
っ
て

知
っ
て
防
ご
う　

高
齢
者
虐
待

（参考） 令和3年「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に
　　　 基づく対応状況等に関する調査結果
　　　 https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000196989_00024.html　

消防署消防署 みなさんへみなさんへ御代田 から

　火災予防をテーマとした第18回佐久広域連合防火ポスター展に、佐久広域管内11市
町村の小学校4・5・6年生から1,103点と多くの作品を応募いただきました。

　御代田町からは各小学校合わせて95点の作品応募があり、10月11日（水）の審査会において御代田
南小学校の5年生1名が銅賞、2名が優良賞に選出されました。11月12日（日）には、イオンモール佐
久平店にて表彰式が開催され、入賞された皆さんへ表彰状が授与されました。
　入賞作品は12月1日（金）から12月6日（水）までの間「複合文化施設まなびの館	エコールみよた」に
て展示されますのでぜひご覧ください。

優
良
賞

★
優
良
賞

★
銅　
賞

★
御
代
田
南
小
学
校	

5
年
生

田た

口ぐ
ち　

娃あ
い

璃り

御
代
田
南
小
学
校	

5
年
生

有あ
る

賀が　
詣け

い
悟ご

御
代
田
南
小
学
校	

5
年
生

勝か
つ
田た　
小こ

鈴す
ず

令和5年度 第18回 佐久広域連合防火ポスター展 入賞作品3作品（御代田町関係）

令和5年度令和5年度
第第1818回 佐久広域連合防火ポスター展回 佐久広域連合防火ポスター展

入賞作品
展示の
お知らせ

問い合わせ先  佐久広域連合消防本部  御代田消防署  （32）0119  ※お掛け間違いにご注意ください。

応急処置を実施し、速やかに最寄りの消防署、役場、警察などに連絡してください。

流出事故を起こしてしまった場合

注意事項
1	ホームタンクからポリタンクへ灯油を移し替えているときはその場を離れず、目を離さない。
2	灯油を移し替えた後は、ホームタンクのバルブが、しっかり閉まっているか確認する。
3	タンクや配管、パッキンについて腐食や亀裂がないかなど、定期的に点検を行う。
4	屋根からの落雪、除雪作業による配管等の破損に注意する。
5	万が一の漏洩にも対応できるように「防油堤」を設置する。
6	ホームタンクは安定した場所にしっかりと固定するなど、転倒防止措置を行う。

　毎年、一般家庭のホームタンクや事業所のタンクにおいて
灯油の流出事故が多く発生しています。そして、その多くが
ちょっとした不注意によるもです。
　ホームタンク等で灯油を貯蔵している一般家庭や事業所では、
次のことに注意し流出事故の防止や早期発見に努めましょう!!

灯油の流出事故を
防止しましょう!

みよた広報 やまゆり  2023年12月号（20）（21）みよた広報 やまゆり  2023年12月号


